
伊賀市　事務事業事前評価シート 新規・整備事業

コード 名               称
担当部課名 建設部下水道課

事 業 名 3024 神戸地区団体営農業集落排水整備促進事業
作成者氏名 松本　秀喜

基本施策 22 全市的に生活排水処理施設を整備する
連   絡   先 ２２－９８２１

事業の計画・内容

整
備
目
的

農業集落からの生活雑排水が農業用水路に流入し、水質が悪化し
て農作物び生産障害を起こし、また、悪臭、蚊、ハエ等の発生源とな
り、生活環境が悪化している状況であります。このことから、生産障
害の解消、また、市民が快適な暮らしができるよう生活環境の改善を
図るとともに、併せて、公共用水域の水質保全に資するため、農業振
興地域内の未整備地区を本事業により整備します。
　尚、処理施設及び管路施設において、交付金対象外のそれぞれ施
設整備につきましては、市単事業で実施します。

整
備
内
容

１　整備面積等
計画区域面積　１２３ha（市単事業含む）
計画処理人口　２，５７０人（市単事業含む）

２　規模・構造
処理施設　１式

管路施設　２５．０km

３　総事業費（千円） 2,888,600

投入資源
H19 H20 H21 根拠法令・要綱等

①投入人員 正規職員 （人） 2 2 2 浄化槽法　・　水質汚濁防止法　・　村づくり交付金実施要綱
伊賀市農業集落排水事業分担金徴収条例

関連事業
人件費合計（A） 14,400 14,400 14,400

②支出内訳 事業費（B) 484,800 500,556 483,285

（千円） 委託料 5,000 16,615

工事費 445,000 449,000 449,000 事業年度
開始年度 平成 18 年度 終了年度 平成 23 年度

その他 34,800 34,941 34,285

合計（A+B) 499,200 514,956 497,685 事業計画（※同内容の資料がある場合、添付でも可）
③財源内訳 特定財源 国県支出金 242,400 250,278 241,642

区分
年　　　　　　　　　　度

（千円） 地方債 193,900 200,200 193,300 H19 H20 H21 H22 H23

受益者負担 48,480 50,055 48,328
管路施設工事

445,000
(4,600m)

449,000
(6,400m)

449,000
(6,400m)

448,800
(6,450m)

210,000
(ﾎﾟﾝﾌﾟ)その他特財

一般財源 14,420 14,423 14,415
処理施設工事 0 0 0 100,000 296,000

上記①～③に関する特記事項

その他 39,800 51,556 34,285 38,818 23,436

合計（進捗率%）
484,800
(27%)

500,556
(45%)

483,285
(61%)

587,618
(82%)

529,436
(100%)

評価指標
事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 目標

事業進捗率
（投資事業費／総事業費）

全体総事業費に対する投資済事業費との比率にすることにより、事業の進捗状
況が把握できます。

平成 23 年度

100

接続率
（接続人数／計画処理人口）

事業完了後、施設への接続人数（処理人口）を増やすことは、生活排水処理率
の向上に繋がり、併せて、使用料金の増額により、健全な経営ができるととも
に、適正な施設の維持管理を行えることから、接続率も指標にします。

平成26年度
90

評
　
　
　
　
　
　
　
価

必要性 4

本事業で実施する当地区は、昨年度に策定した「伊賀市生活排水処理施設整備計画（伊賀市生活排水処理アクショ
ンプログラム）」に位置付けされ、整備を推し進めることにより、農産物の生育障害の解消、また、生活雑排水による公
共用水域の保全に寄与するとともに、生活環境の改善が図れることから、市民が社会生活を営むうえで必要な生活
環境水準の確保を目的とした事業であります。

有効性 4 本事業は、伊賀市総合計画の基本施策並びに事業に記載されています。

効率性 3 工事等の発注方法の変更等により、コストを下げられる見込みがあります。

総合評価

Ａ
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